
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〔説 明〕 
   5 ⽉は、国内産 1 点、輸⼊品 1 点を調査し、全て栽培管理が適正であることを確認致しました。 
１ 評価した国内産の 1 点は、使⽤農薬、散布⽇、希釈倍率、使⽤量等の全ての項目において、適正に栽

培管理が⾏われていることを栽培履歴の報告で確認致しました。 
２ 化学合成肥料および農薬使⽤を低減した栽培に取組み、安全性の⾼い⾷材を提供してくださる契約⽣

産者の皆様に感謝申し上げます。 
３ 輸⼊品については、韓国産⾚パプリカの栽培履歴を⼊⼿し、安全性を確認致しました。 

⽇本と、当該国の農薬登録や農薬名・使⽤基準等が異なることから、成分の特定による使⽤農薬の確
認、国内で販売禁⽌となっている農薬成分の使⽤が無いかと⾔った事項等を重点的に調査致しました。 

 
 

 
  

5 ⽉度・栽培履歴調査の結果(ご報告) 
  ⼤庄グループの店舗が使⽤している全ての⻘果物、及び新たに使⽤を計画してい
る⻘果物等を対象に、新潟研究所が品目・産地を指定し、栽培履歴を提出していた
だいて確認調査を⾏っています。 

5 ⽉は、⼤庄グループの店舗で使⽤中の 2 点(国内産 1、輸⼊品 1)について、⽣
産者及び取り扱い業者様のご協⼒を得て、調査致しました。 
★  調査の結果、全ての品目について、適正に栽培管理が⾏われていることを確認

致しました。 

⾷材の栽培履歴調査情報 R3-第 6 号 

この報告書は、⼤庄総合科学新潟研究所がとりまとめております。 



⾷材(⻘果物等)の栽培履歴調査結果 （令和 3 年 5 ⽉度） 

                       調査 株式会社⼤庄総合科学新潟研究所 

No. 品目名 産地 生産者 栽培区分 
農薬適正

使用注 
コメント 

1 キャベツ 愛知 0520 一般栽培 ◎ 
記載されている範囲では、農薬の適正使用を
確認 

2 赤パプリカ 韓国 0523 一般栽培 ◎ 
確認できた範囲では、農薬は適正に使用され
ている。 

    注) ①〔評価マーク〕 
              ◎農薬の適正使用  
              ●農薬使用で不適正な事項あり 
             ② 生産者名の一部は、産地及び生産者等の都合により、番号で記載しております。 
 

 


